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Ａ.研究目的 

CIDI 5.0の摂食障害領域の日本語版（面接者

使用版、自己回答版）を開発し、その信頼性と妥

当性を確認する。CIDI 5.0により収集された情

報から、精神障害を同定する診断アルゴリズム

を開発する。CIDI5.0をサーバーからインターネ

ット経由で提供することで、地域の精神保健疫

学調査や臨床研究を行う研究者が簡便に

CIDI5.0 を利用できるシステムを構築すること

を目的とする。 

 

Ｂ.研究方法 

【1】CIDI 5.0の日本語版の作成、妥当性検討

用の面接の作成、トレーニングパッケージの開

発 

英語の CIDI 5.0の摂食障害領域を翻訳し、少

数のサンプルで試行し翻訳の問題点を確認す

る。妥当性検討に使用する DSM-5チェックリス

トを面接に使用できるような仕様で作成する。

CIDI 5.0面接員のトレーニング用パッケージを

開発する。また、webシステムを構築し、【2】

の結果をもとに診断ロジックを修正する。 

【2】患者群における信頼性、妥当性の検討 

患者群を対象に面接を実施し、評価者間信頼

性、面接方法についての意見を収集する。 

 

【3】精神保健に関する様々な専門家との連携に

関する検討 

【1】で開発したトレーニングパッケージの内容

について、専門家からフィードバックを受ける。

【2】【3】から判明した課題を踏まえて今後の連

携についてまとめる。 

 

Ｃ.研究結果 

今年度は、初年度であり、研究代表者との議論

を重ね、CIDI 5.0の摂食障害領域の日本語版を完

成させるとともに、倫理委員会の承認を受けた。 

 

Ｄ.考察 

摂食障害領域の診断基準が DSM-5において大

きく変更されたため、アップデートが必要と考

えられ、適切にアップデートできたと考えられ

る。 

次年度以降は、評価者のトレーニングを行

い、患者群において妥当性の検証を行う。 

 

Ｅ.結論 

今年度は、CIDI 5.0の摂食障害領域の日本語版

を完成させるとともに、倫理委員会の承認を得

た。 

 

F．健康危険情報 

該当なし 

 

研究要旨 

本研究では、WHO統合国際診断面接(Composite International Diagnostic 

Interview, CIDI)の第 5版、CIDI 5.0の摂食障害に関する部分の日本語版を開発し、

DSM-5、ICD-11に基づく摂食障害を同定する診断アルゴリズムを開発する。そして

CIDI5.0をインターネット経由で提供することで、地域の研究者が簡便に CIDI5.0を利

用できるシステムを構築することを目的とする。方法としては、英語の CIDI5.0を翻

訳し、信頼性、妥当性を確認する。その後、面接員のトレーニング用パッケージを開

発し、評価者間信頼性を模擬事例で確認する。Webシステムで使用できるシステムを構

築する。患者群を対象に面接を実施し、信頼性、妥当性、面接方法について検討す

る。今年度は研究開始のため、倫理委員会から研究計画の承認を受けた。 
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G.研究発表 

該当なし 
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Eat Disord 54:88-93, 2021 

3） Hiraide M, Horie T, Takakura S, Hata 
T, Sudo N, Yoshiuchi K. Psychometric 
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2.学会発表 

該当なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1.特許取得 

該当なし 

2実用新案登録 

該当なし 

3.その他 

該当なし 

 




